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ンをする父親」（『理由なき反抗』Rebel Without A Cause（ニコラス・レイ監督、1955））に繋が
る男性イメージ、つまり父権を剥奪され、ジェンダーの反転した男性表象の意味を論じる。 
	 第３章「カウボーイ戦域／劇場
















































                                                   
１ ジェンダー・パフォーマティヴィティ（行為遂行性）に関しては、Judith Butler, Gender Trouble; 
Bodies That Matter; “Gender as Performance”を参照されたい。インタビューではあるが、Judith Butler, 
“Gender as Performance”は示唆的である。 
 
２ セックス、ジェンダー、セクシュアリティの定義に関して、竹村和子の例を引こう―「セックス
は解剖学的な性差であり、女／男の身体的な区別（と考えられているもの）にもとづくが、ジェン
ダーは女／男の社会的・文化的区別で、女／男を社会的に分離するために必要とされる＜女らしさ
＞や＜男らしさ＞の社会形成であると考えられている。一方セクシュアリティはこの二つのカテゴ
リーよりも広範囲の意味を包摂し、快楽、性実践、性アイデンティティを含むエロスの意味づけ―
性にまつわる心的反応、肉体的反応、アイデンティティ形成―をさすと捉えられている」（竹村[1997] 
74）。当然のことながら、ここで竹村は、セックス／ジェンダー／セクシュアリティの概念をデッ
サンしているに過ぎない（これらが複雑に絡み合い、数多のズレを生み出す様は、竹村『愛につい
て	 アイデンティティと欲望の政治学』で確認されたい）。実際、「ジェンダーとは何か」を定義す
ることは不可能に近いからだ。それは、文化、歴史、宗教等、時と場所によって姿を変えるキメラ
に等しい。 
	 ジェンダーに限らず、例えばマスキュリニティという概念はどうだろうか。マイケル・キンメル
の例を引こう−−「マスキュリニティとは、男性が男性自身、或いは男性同士、さらには社会との関
係から作り上げる、意味の絶えず変化する集合体である」（Kimmel 25）。ジェンダーという概念が
パフォーマティヴに構築されるように、マスキュリニティもまた社会的・文化的に構築され、その
姿を変える。これら揺れ動く「性」概念は、だからこそ、個別に考察する必要があるのだ。 
	 ジェンダー理論とその批評的実践に関しては、前出の竹村、バトラーの考察は白眉である。武田
悠一『ジェンダーは超えられるか』の序論は、批評史のマッピングに最適だろう。また、社会的ア
プローチからジェンダーを見る加藤秀一『ジェンダー入門』も、入門書ながら示唆に富む。 
 
